
 
沿岸域における完全自立循環型住宅の環境調査 

その1. 室内外の温熱・光環境測定結果         
                                           

測定方法 測定機器による自動測定 

測定点 下図参照（屋内外１・２階） 

測定項目 温度・湿度・PMV・照度 

測定期間 
  夏季2016年7月8日（金）～7月13日（水） 

  PMVのみ同年7月31日（日）～8月7日（日） 

D1-16 

1.はじめに 
 自然との共存による快適な暮らしの実現を目指し，屋根面の大面積太陽
光パネルと住宅用大容量蓄電池設備を用いた完全自立型の電力供給によ
る「エネルギー自立循環型住宅」が沿岸域に建設された1). 今回,当該住宅
の居住下において温湿度・PMV・照度等の温熱・光環境の実態を調査するこ
とで現状の把握を試みた．これら温熱環境の測定結果に関しては「その2. 居
室の垂直温度分布および熱流測定結果」にて報告する. 
 現在,居住者のライフスタイル申告や室内外の温熱環境シミュレーションに
よる可視化を検討している. 
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Fig.1 Site Plan 

2.調査対象概要 
 神奈川県三浦市三崎町の沿岸域に位置している.最寄の三崎口駅からは
車で約10分である.南側は山を背に，北側は油壺湾を臨んでいる. 

付設プール 

リビングから 
油壺湾を臨む 

北側テラス 

北側油壺湾より
ファサードを臨む 

3.1調査内容 
 

Table.1 Measurement List 

機器名称 メーカー・型番 写真 

温湿度・照度 

データロガー 

T＆D 
TR-74Ui 

  【測定範囲】温度:0～55℃ 湿度:10～95%RH  
        照度 0～130klx  

PMV(PPD)計 

京都電子工業 

AM-101 
【測定範囲】気温:0～50℃ 黒球温度:0～50℃ 
            相対湿度 0～100%RH  
            PMV値 -3～3 PPD値 0～100%  

Fig.2 Ground Plan of 1st and 2nd Floor 

Table.2 3-2. 設置機器内容 

●PMV計  
●温湿度・照度データロガー 

Photo.2 Setting Point 

3-3. 測定結果 
・温度 
 Fig.3より夕方になるにつれ2階

の温度が上昇．リビングの大開
口からの西日による影響と予想.
更に北側に広がる海が,西日を

水面に反射させ影響を増加させ
た模様．洋室1は太陽光パネル

に負荷をかけるためエアコンを
24時間稼働 .洋室1に隣接する
ホールの熱環境は洋室1に酷似． 

・照度 
 洋室4は南面窓辺の設置によ

り外からの光に大きく影響され
たと推測.洋室1は居住者の寝室
である.7月11日の夕方ごろから
洋室1の値が変化しているのを
見ると,居住者が帰宅したことが
分かる.冬期測定では居住者の
詳しいライフスタイル申告を予定. 

・PMV 

 当初は安定していないもの
の,Fig.8よりPMVはほぼ±0.5以
内に収まっているのが分かる.こ

れは居室には最適な指数と言え，
快適性のかなり高い住宅となっ
ている．PPDの平均値は11.4%と
なっており，約9割の人がこの空
間に満足できるといえる． 

Fig.3 Changing pattern of  Temperature  

Fig.4 Boxplot of Temperature 

Fig.6 Changing pattern  of Humidity  Fig.7 Boxplot of Humidity 

5.参考文献 
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4.まとめ 
 全体的に居空間の環境は良好であるが,リビングの西側の気温がやや高く,
西日への対策を講じることの必要性が示唆された.1階と2階では温度・湿度に
差が見られた.今後は冬季測定とシミュレーションを予定している. 

・湿度 

 データロガーで計測した相対湿
度と温度を元に絶対湿度を求め
た.納戸の値を見ると最大値,変
動幅が共に大きい.つまり納戸に
空気が滞りやすい．Fig.7より１階

に比べて２階の絶対湿度値が大
きい. 更に洋室２は１階部分の中
ではかなり湿度が高い.これは現
地に訪れた際にも肌で感じた.隣
接する浴室からの影響を懸念 .
洋室1とホールは他の部屋と比

較すると異なった湿度変化をし
ている.エアコンで空気が急激に
冷やされたことが要因と推測. 
 

Fig.9 Changing pattern of Illuminance 

Fig.8 PMV changing pattern 
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Photo.1 南側写真 

Fig.5 Changing pattern  of Relative Humidity  
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